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Ⅰ　研究の目的

　本研究の目的は，保育者にインタビュー調査を行い，
テキストマイニング分析によって，保育者のドキュメン
テーションや子どもの評価に対する考えの特徴を明らか
にしようとするものである。
　本研究の背景としては，中央教育審議会（2016）の答
申において「日々の記録や，実践を写真や動画などに残
し可視化したいわゆる「ドキュメンテーション」，ポー
トフォリオなどにより，幼児の評価の参考となる情報を
日頃から蓄積するとともに，このような幼児の発達の状
況を保護者と共有することを通じて，幼稚園等と家庭が
一体となって幼児と関わる取組を進めていくことが大切
である」ことが示されたことによる。

　本研究では，中央教育審議会の定義を踏まえ，「日々
の記録や，実践を写真や動画などに残し可視化した」も
のすべてを「ドキュメンテーション（documentation）」
とする。子どもの記録や保育記録，写真やブログ，保護
者に対して写真などで子どもの様子を伝える掲示物もす
べて含む。ドキュメンテーションは決して新しいもので
はなく，古くから日本でも行われてきたものである。一
人一人の学びの物語や軌跡を残し，ドキュメンテーショ
ンやポートフォリオとしての写真や動画による情報の積
極的な利用が再確認されたといえるだろう。
　近年，日本でドキュメンテーションが注目されている
背景には，世界でも革新的といわれるニュージーランド
やイタリアのレッジョ・エミリア市の幼児教育などにお
けるドキュメンテーションの影響が強いだろう。ニュー
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ジーランドの「学びの物語（ラーニング・ストーリー）」
は，テ・ファリキの 5つの要素 5つの学習の性質を示し
たフォーマットに，子どもたちの活動や作品の写真を入
れ，保育の過程や子どもの言動を記述するもので，新た
なアセスメントとなりうる（大宮，2010）。スウェーデ
ンでも「教育的ドキュメンテーション」という評価方法
がある（大野歩，2016；白石，2018）。これらのドキュ
メンテーションは，教師や保護者が子どもを理解するた
めの評価として用いられていることが多い。
　ドキュメンテーションは，園内研究会や保育カンファ
レンスにおいて保育者間で共有するだけでなく，保護者
と共有する試みもある。岩田・大豆生田 （2019）は，「保
護者と「おもしろさ」を発見し，共に味わうためにはや
はりドキュメンテーションが大きな役割を果たしてい
た」と述べている。
　幼小連携・接続のツールとしてもドキュメンテーショ
ンが有効であろう。子どもの理解や保育の振り返りと同
時に，一人一人の育ちを小学校へつなげるための資料と
して重要であるからである。以前の幼稚園幼児指導要録
には評定欄があり，「たいてい・ときどき・まれに」（昭
和 26 年通知）など 3段階の達成度尺度による相対評価
となっていた（野村・神長，1992）が，平成 2年通知か
ら評定欄がなくなり，平成 21 年通知になると，発達の
状況欄がなくなり，「指導上参考となる事項」となった。
このように数量的な評価から文脈的な評価に変化し，同
じ幼児教育を受けた子どもがその育ちつつある姿を同じ
視点で小学校に引き継ぐことが大切であるという認識を
もつ必要性が出てきたのである（神長，2019）。
　このようにドキュメンテーションは，幼稚園幼児指導
要録とともに小学校の教師との意見交換の場でも活躍す
ることが期待される。幼稚園教育要領や学習指導要領等
に示されたとおり，保育者と小学校の教師との間で「育
みたい資質・能力」や「幼児期の終わりまでに育ってほ
しい姿」を共有し，連携を図ることが求められている。「幼
児期の終わりまでに育ってほしい姿」は，『幼児期の教
育と小学校教育の円滑な接続の在り方について（報告）』
において，「幼児期の終わりまでに育ってほしい幼児の
具体的な姿（参考例）」としてはじめて示されたもので
ある。これらは OECD国際レポートの社会情動的スキ
ルを踏まえつつ，新たな幼児期の子どもの姿を捉える枠
組みとして打ち出されたものと考えられる。これは，幼
小の学びの連続性を確保するための「共通言語」になる
ことが期待され，あくまで 5領域の中から選ばれたテー
マである（汐見，2017）といわれている。
　ドキュメンテーションにおける写真や動画などの役割
も大きい。デジタルカメラやビデオカメラの普及により，
保育への活用も以前より増えたと考えられるからであ
る。佐藤（1992）はカメラ（写真機とビデオカメラを含

む）で撮った一枚の写真は「数万語を費やして書かれた
文章よりもはるかに雄弁であり，また豊かな情報を与え
ることがある」「現場にいるような臨場感を与えるうえ
できわめて有効な手段」と述べている。
　ドキュメンテーションの活用に関する先行研究とし
て，岩田・大豆生田（2019）は，「ドキュメンテーショ
ンを用いることによって，子どもの姿が見えてくること，
そして，それが豊かな実践につながっていく際のヒント
を読み解くことが可能である」と述べている。そうした
ドキュメンテーションを学生の実習日誌へ導入した場合
の意義と課題について検討を行っている（岩田・大豆生
田・鈴木・田澤・田甫，2020）。
　前田・浅井（2020）は，保育士を対象に半構造化面接
を実施し，保護者に保育を伝える場合，保育のどの場面
を取り上げるかの困難を課題として挙げている。その一
方で，ドキュメンテーションを活用することによって，
子どもの声をよく聞くようになり，子ども側に立って考
えるようになったことなどと報告している。このように
保育にドキュメンテーションを用いることで，子どもの
声に耳を傾け，子どもを見る目が養われ，目に見えない
子どもの内面を理解しようとするためにも，ドキュメン
テーションは有効であると考える。
　本研究ではこのようなドキュメンテーションに対する
保育者の考えに迫っていきたい。保育者がもつドキュメ
ンテーションに対する工夫や考え方の特徴をテキストマ
イニング分析によって明らかにすることを目的とする。
　なお，本研究は，インタビューデータの分析を行うた
めに，樋口耕一（2020）が著作権をもつフリー・ソフト
ウェア KH Coder3を用いる。コンピュータを使用する
ので，データを要約・提示する際に「手作業」を省くこ
とで，分析者のもつ理論や問題意識によるバイアスを明
確に排除できる（樋口，2020）というメリットがある。

Ⅱ　研究の方法

１．調査時期と調査対象

　本調査は，2021 年 4 月と 7 月に，次の 3 名の幼稚園
教諭にインタビュー調査を実施した。いずれも現在 5歳
児クラスの担任である。
1）A保育者（幼稚園勤務・経験年数 30 年） 
2 ）B保育者（幼稚園勤務・経験年数 12 年）
3）C保育者（幼稚園勤務・経験年数 6年）

２．調査内容

　対象者一人につき約 30 分程度の半構造化面接法によ
るインタビュー調査を行った。インタビュアーは 2名で
行い，ICレコーダによって録音した。なお，新型コロ
ナウイルス感染予防に配慮して，A保育者と B保育者
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は web会議（Zoom）によって実施した。本人の了解を
得て，録画を行った。
　質問内容は，以下のとおりである。
1）子どものドキュメンテーションに関して，工夫して
いることや心がけていることは何ですか。どのような
写真を撮られているか，どのようなことを書くように
しているかなど（記録について）。
2）子どものドキュメンテーションに関して，保護者の
方や小学校の先生に知ってもらいたいこと，伝えたい
ことは何ですか（共有について）。
3）子どものドキュメンテーションに関して，むずかし
さを感じていることは何ですか（困難さについて）。

３．分析方法

　テキストマイニングの分析には，樋口（2020）が開発
したフリー・ソフトウェア KH Coder3（3.Beta.03i）を用
いた。インタビューデータはMicrosoft Excelによって作
成した。その際に，子ども，子供，こどもの表記を「子
ども」に統一したり，「お母さん」を「保護者」に含め
たりするなどして自由記述の語句を整理した。
　なお，χ2 検定は KH Coder3を用いて行い，残差分析
は js-STAR version 8.1.1jによって確かめた。

４．倫理的配慮

　研究の目的，プライバシーの保護，研究成果の公表，
協力するか否かは自由意志で決定すること，協力しなく
ても不利益をうけることはないことなどを口頭によって
説明し，「研究協力の同意書」に署名してもらった。
　なお，同意書にご署名いただいた後でも断ったり，途
中で辞退したりしてもいいと伝えた。辞退したい場合の
ために，口頭もしくはメールの問い合わせ先を示した「同
意撤回書」を渡した。

Ⅲ　結果と考察

１．ドキュメンテーションの全体的な特徴

　KH Coder によるテキストマイニングの分析の結果を
みていく。例えば，「保護者」は「保護」と「者」に分
かれたので，別々に抽出されないように強制抽出語と指
定した。他にも「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
「資質・能力」「指導要録」「人間関係」を強制抽出語と
した。助詞，感動詞などの品詞を除外して，テキストデー
タを形態素分析したところ，総抽出語数（使用）：
11,915（2,176），異なり語数（使用）：1,300（636），出
現回数の平均 3.42（標準偏差 7.28）となった。
　これらの抽出語のうち，出現回数が 50 回以上のもの
は，言う（動詞）77 回，思う（動詞）72 回，子ども（名
詞）55 回，写真（名詞）52 回であった。5 回以上出現

した頻出語は 93 語であった。
　質問内容「記録について」「共有について」「困難さに
ついて」の 3つを外部変数として， 5 回以上出現した頻
出語 93 語に対して対応分析を行った。KH Coder によっ
て対応分析を用いる利点は，分析結果を視覚的に表現が
できる（樋口，2020）ことにある。
　図１は原点から離れた 50 語のみをプロットしている。
「記録について」は，写真，撮る，振り返るなどのバブ
ルが大きい。バブルの大きさは出現回数が多いことを示
している。写真を撮り，振り返ることなどが多く語られ
たと解釈できる。このようにみていくと，「共有について」
は，保護者，人間関係，機会など，「困難さについて」は，
ブログ，課題，難しい，遊ぶなどが語られている。
　また原点から離れているほど，それぞれの外部変数を
特徴付けている。「共有について」においては，「文章」，
「好き」などが原点から離れている。A保育者，B保育
者とも写真を撮るのが「好き」であり，A保育者は写真
家の著書を多く所蔵しており，次のように語っている。

　　もうすごい心揺さぶられて，でもこんなもんはカメ
ラマンじゃないから撮れないんですけど，こういうの
が撮れるといいなーっていう願いをもって（A保育者）

　「困難さについて」，原点から最も離れているものに
「消す」「触る」などがある。A保育者によれば，写真の
名札の名前を一人一人消しているらしい。個人情報への
配慮に困難さを感じているのである。

　　名札はペイント機能でこう，あれが大変なんですよ，
名札を塗りつぶしてます。その画像消すことで画像が
汚らしくなるんですよね（A保育者）

　また「触る」は，ビオトープのカエルが死んだことに
ついての A保育者のエピソードによる。次のように，
子どもたちと話し合い，「今度からビオトープのカエル
を触らんことにしよう」といった子どもの発言への保育
者の違和感や葛藤が語られている。

　　今回ひとつ死んじゃったから触りたいはずなのに，
今度からビオトープのカエルを触らんことにしようや
と，私がそう言わせた？みたいななんか大人の先読む
んじゃない？そう，そうじゃないんでしょう？なんか
これは絶対，大人が絶対かどうかわからんですけど，
触りたい気持ちが強いのに，そういっていうのはな
ぜ？というあたしの心の声です（A保育者）

　「共有について」，原点から最も離れているものに「小
学校」「相談」などがある。B保育者は子どもたちと話
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し合うときにも写真を活用している。C保育者はドキュ
メンテーションを指導要録に活用していると語ってい
る。

　　パソコンとプロジェクターを繋いで，ちょっとパワ
ポみたいに（B保育者）

　　それを見ながら，あ，こんなことをしたなーってい
うのを 4月はこの様子だったっていうのは指導要録に
は書かせてもらいました（C保育者）

２．ドキュメンテーションのクラスター毎の特徴

　抽出語のうち，出現回数が 5回以上出現した頻出語
93 語について，KH Coderによる階層的クラスター分析
（Ward 法）を行った結果，10 のクラスターに分類され
た（表１）。
　クラスター 1は，「子ども，自分，見る，書く，考える，
使う，出す，振り返る，大きい，捉える，手立て」であ
る。ドキュメンテーションが保育の振り返りや保育の手
立てになっていることがうかがえる。これらの語が同時
に出現している C保育者の語りがこのクラスターを特
徴付けている。
　
　　自分の保育の振り返りをすごくさせてもらって，次
どう子どもにかかわっていくかっていう手立て，自分
の保育の手立てがすごく考えてやっていけたっていう
のがありがたくてこれが基盤にあるので，この子ども
の記録をやっていくと子ども目線で書いていけるって
いうのがすごく大きかった（C保育者）
　
　クラスター 2 は，「言う，思う，先生，記録，保育，
伝える，保護者，小学校，一緒，取る，幼稚園，活動，
教育，伝わる，大事，意図」である。保護者や小学校の
先生との連携におけるドキュメンテーションに関連する
クラスターであると考えられる。

　　保護者自身になかなか伝えられないことが写真を通
してとかで伝わるってこともあるんだなって（C保育
者）

　クラスター 3は，「課題，遊び，遊ぶ，部分，リアル
タイム，面白い，生活，指導，具体，考え方，表情，友
達」である。「リアルタイム」「指導」「遊び」に関して，
B保育者は次のように語っている。

　　まずその保育中のリアルタイムの保育中に関して
は，その月の指導計画の打ち合わせで確認をした「ね
らい」とか具体的な内容に基づいてというか，立ち返っ

て，このような姿があるかっていうのは大前提で見な
がら，リアルタイムの保育の中での子どもの遊びとか
生活の様子で遊び込めているかとか，友達とのやり取
りの中で充実しているか，表情とか言動とか雰囲気で，
そこで違和感がないか（B保育者）

　クラスター 4 は，「写真，撮る，持つ，多い，機会，
見せる，状況，残す，指導要録，カメラ」と，写真やカ
メラに関連する語が集まっている。次のように C保育
者は，写真を撮ることを忘れるほど，子ども理解のため
によく観察したり，子どもと真剣に向き合ったりしてい
る。

　　なんか記録取ってて，やっぱり真剣に，あー集中し
てるなと思ってると自分があーどこに集中してるんだ
ろうなーとかってすっごい見るのでなんかあってこう
この子が考えて今これ取ったなとかと考えていると，
写真を撮るタイミングがなくってそこが一番の，
あー！一番撮りたい写真がなかったとか（C保育者）

　クラスター 5は，「意識，ピックアップ，写る，人間
関係」である。次の B保育者の語りに，このクラスター
に関連する語が同時に出現している。

　　保護者に伝える時はあんまり近すぎたら 2，3 人し
か写ってなくて，人間関係的にはちょっとピックアッ
プし過ぎなので，ちょっと引きで取ろうかなとか，も
うちょっと大人数が写ってるような状況で撮ろうか
な，とかは，そんなのは自分は意識するようにしてま
す（B保育者）

　クラスター 6は，「幼児期の終わりまでに育ってほし
い姿，資質・能力，イメージ，ミーティング」である。「幼
児期の終わりまでに育ってほしい姿」や「資質・能力」
に関して，B保育者や C保育者は次のように語っている。

　　「資質・能力」の文言をすごくイメージしながらと
言うか，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の
方の文言をイメージする方が多い（B保育者）

　　「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が入って
きて，いろんな視点っていうところが見ていかなきゃ
いけないというのを思っていたので，ドキュメンテー
ションにも人間関係ばっかりじゃなく心情面ばかり
じゃなく，あの技術のほうとかっていうのも書いてい
けるようにっていうのは意識しました（C保育者）

　クラスター 7は，「出る，クラス，研修，特に，不安，

鳴門教育大学学校教育研究紀要132



勉強，大丈夫」である。次のように，ドキュメンテーショ
ン等について夏期の研修で勉強していることが語られて
いる。

　　いろいろ研修に出させてもらったりして，いろいろ
な先生方の知見をうかがう中で，思うのはあと今出て
る資料，資料とかで，ちょうど夏休みにそういう研修
もあって，今ちょうど勉強している最中というのもあ
るんですけど（B保育者）

　クラスター 8 は，「頑張る，思い，ファイル，様子，
込める，家庭，集中，相談」である。次のように，ドキュ
メンテーションを家庭で保護者と共有するものとして捉
えている。

　　保護者の方にこんな頑張っているっていうことを子
どもたちも家庭で評価されてほしいなっていうのが
あったので，ファイルにして持って帰って共有できた
らいい（C保育者）

　クラスター 9は，「言葉，作る，ブログ，載せる，画像，
感じ，入る，気持ち，心がける，本当に，消す，触る，
文章」である。次のように，ドキュメンテーションにお
ける写真と言葉との関係が語られている。

　　「あっ，ここ」と思うところを漠然とその言葉とか
関係なく写真には撮って，再度改めて撮影した画像を
見ながら思い浮かぶ言葉とか，伝えたい考えが文章と
して出てきます（A保育者）

　　あとまたこれっていう画像の時には，逆に言葉が邪
魔なので，その言葉選びっていうのは画像を壊さない
ようにする（A保育者）

　　なんかこう写真を撮るってなるとすごくこう私との
会話で頑張ってる子もいるじゃないですか，でも止
まってしまうのでなんか身構えてしまうとプツってこ
う集中が切れてしまうんじゃないかな，写真を撮るこ
とでって思ってしまうので何かそこを出すのをすごく
躊躇して，あのいつもあー撮れんかったっていうこと
が多いので言葉で，とかっていうことが，紙で写真な
くって言葉だけでっていうこともあった（C保育者）

　クラスター 10 は，「難しい，分かる，好き，つながる，
研究，置く，聞く，成長」である。これらの語のうち，「つ
ながる」「成長」に関して，次のように語っている。

　　子どもの姿を記録で書くときに成長したこと，よさ

と課題を書くんですけど，その時に，例えば，とくに
課題っていうのが次につながる，次の保育の改善に生
かされるポイントになると思うんですが，できてない
とか友達と喧嘩したとかっていうその課題の出来事だ
けでなくて，何がうまくいかないから話題になってる
んだろう？その子の課題がもっと具体的にはどういう
状態なんだろうっていうのを言語化したりだとか（B
保育者）

　　自分からそのなんかこう気づいたというか，自分が
いいなって思うところも伝えてきた子に関しては（ド
キュメンテーションを）取るようにしたり，子どもた
ちの成長かな，成長につながってるのかなと思ってい
たのを取るようにしてます（C保育者）

３．質問内容とクラスターとのクロス集計

　これらクラスター分析によって得られた 10 個のクラ
スターをコーディングルールとして，それぞれの抽出語
を割り当てた。コーディングと 3つの質問内容「記録に
ついて」「共有について」「困難さについて」とのクロス
集計を行った。図２にドキュメンテーションに関するク
ロス集計のバブルプロットを示した。
　χ2 検定の結果，クラスター 1（χ2(2)=9.42 p<.01），
クラスター 2（χ2(2)=15.17 p<.01），クラスター 4（χ2

(2)=6.84 p<.05），クラスター 8（χ2(2)=14.14 p<.01）に
有意差がみられた。残差分析を行ったところ，クラスター
1は「記録について」（49.0%）が有意に多く，「困難さ
について」（29.6%）が有意に少なかった（それぞれ 
p<.05）。
　クラスター 2は，「共有について」（70.4%）が有意に
多く，「困難さについて」（41.6%）が有意に少なかった（そ
れぞれ p<.05）。クラスター 4 は，「困難さについて」
（16.0%）が有意に少なかった（p<.05）。クラスター 8は，
「共有について」（19.7%）が有意に多く，「困難さにつ
いて」（3.2%）が有意に少なかった（それぞれ p<.05）。
　すなわち，ドキュメンテーションの保育の振り返りや
手立てとしての特徴（クラスター 1）が「記録について」
多く語られ，家庭や小学校との連携としてのドキュメン
テーションの特徴（クラスター 2，8）が「共有について」
多く語られていることが明らかになった。

　Ⅳ　まとめと今後の課題

　KH Coderによるテキストマイニング分析を行ったと
ころ，出現回数が 5回以上の頻出語は 93 語あった。こ
の頻出語 93 語に対して，質問内容「記録について」「共
有について」「困難さについて」の特徴による対応分析
を試みた。また頻出語 93 語について階層的クラスター

133№ 36



分析を行った結果，10 のクラスターに分類された。ク
ラスターをコーディングの指標としてクロス集計を行っ
たところ，保育の振り返りや手立てや家庭や小学校との
連携などドキュメンテーションの特徴が明らかになっ
た。クラスター毎の保育者の語りからドキュメンテー
ションへの日々の取り組みや工夫，それに対する考えや
意識，また苦労していることなどが明らかになった。保
育者は，ドキュメンテーションをとおして，子ども理解
につとめ，保護者に写真や言葉で子どもの遊びや生活な
どを伝えるためにいろいろと工夫していた。また保育者
の専門的な視点で，保護者に子どもを見取る目や遊びの
価値などを伝える役割を担っていた。さらに実際の子ど
もの姿や思いとのズレを感じながら，保育者の振り返り
のために子どもの評価のためにドキュメンテーションを
活用していた。
　本研究の最終的な目標は，①子どもの発達の状況や子
どもの評価を小学校の教員と情報を共有し，指導の参考
となるようなドキュメンテーション，②日々の記録をと
おして，子どもの発達の状況や子どもの評価を保護者と
共有し，幼稚園等と家庭が一体となって子どもと関わる
ためのドキュメンテーションを開発することである。
　そのために 3名の保育者のドキュメンテーションに関
する考えから多くの学びがあった。テキストマイニング
分析による本研究の結果を踏まえ，保育における有効な
ドキュメンテーションの位置づけのために研究を深めて
いきたい。
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図２　ドキュメンテーションに関するクロス集計（バブルプロット）

*p<.05, ** p<.01　　残差分析（▽有意に少ない▲有意に多い　p<.05）

図１　対応分析からみるドキュメンテーションの特徴（バブルプロット）
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表１　インタビュー調査で頻出していた語のクラスター分析（数値は出現回数）

クラスター１ 　 クラスター 3 　 クラスター 5 　 クラスター 9
子ども　　　　　　　　　 55 　 課題　　　　　　　　　　 14 　 意識　　　　　　　　　　　9 　 言葉　　　　　　　　　　 25
自分　　　　　　　　　　 49 　 遊び　　　　　　　　　　 14 　 ピックアップ　　　　　　　5 　 作る　　　　　　　　　　 22
見る　　　　　　　　　　 48 遊ぶ　　　　　　　　　　 14 写る　　　　　　　　　　　5 ブログ　　　　　　　　　 15
書く　　　　　　　　　　 36 部分　　　　　　　　　　 10 人間関係　　　　　　　　　5 載せる　　　　　　　　　 13
考える　　　　　　　　　 20 リアルタイム　　　　　　　8 画像　　　　　　　　　　 12
使う　　　　　　　　　　 16 面白い　　　　　　　　　　8 クラスター 6 感じ　　　　　　　　　　 12
出す　　　　　　　　　　 14 生活　　　　　　　　　　　7 10の姿※　 　　　　　　　 16 入る　　　　　　　　　　 10
振り返る　　　　　　　　 12 指導　　　　　　　　　　　6 資質・能力　　　　　　　　8 気持ち　　　　　　　　　　7
大きい　　　　　　　　　 10 具体　　　　　　　　　　　5 イメージ　　　　　　　　　7 心がける　　　　　　　　　6
捉える　　　　　　　　　　9 考え方　　　　　　　　　　5 ミーティング　　　　　　　5 本当に　　　　　　　　　　6
手立て　　　　　　　　　　6 表情　　　　　　　　　　　5 消す　　　　　　　　　　　5

友達　　　　　　　　　　　5 クラスター 7 触る　　　　　　　　　　　5
クラスター 2 出る　　　　　　　　　　 10 文章　　　　　　　　　　　5

言う　　　　　　　　　　 77 クラスター 4 クラス　　　　　　　　　　7
思う　　　　　　　　　　 72 写真　　　　　　　　　　 52 研修　　　　　　　　　　　7 クラスター 10
先生　　　　　　　　　　 46 撮る　　　　　　　　　　 33 特に　　　　　　　　　　　6 難しい　　　　　　　　　 12
記録　　　　　　　　　　 43 持つ　　　　　　　　　　 11 不安　　　　　　　　　　　6 分かる　　　　　　　　　 10
保育　　　　　　　　　　 41 多い　　　　　　　　　　 11 勉強　　　　　　　　　　　6 好き　　　　　　　　　　　7
伝える　　　　　　　　　 32 機会　　　　　　　　　　　9 大丈夫　　　　　　　　　　5 つながる　　　　　　　　　6
保護者　　　　　　　　　 32 見せる　　　　　　　　　　8 研究　　　　　　　　　　　6
小学校　　　　　　　　　 16 状況　　　　　　　　　　　8 クラスター 8 置く　　　　　　　　　　　6
一緒　　　　　　　　　　 12 残す　　　　　　　　　　　7 頑張る　　　　　　　　　 13 聞く　　　　　　　　　　　6
取る　　　　　　　　　　 12 指導要録　　　　　　　　　7 思い　　　　　　　　　　　9 成長　　　　　　　　　　　5
幼稚園　　　　　　　　　 12 カメラ　　　　　　　　　　6 ファイル　　　　　　　　　8
活動　　　　　　　　　　　9 様子　　　　　　　　　　　8
教育　　　　　　　　　　　9 込める　　　　　　　　　　7
伝わる　　　　　　　　　　8 家庭　　　　　　　　　　　6
大事　　　　　　　　　　　7 集中　　　　　　　　　　　5
意図　　　　　　　　　　　5 相談　　　　　　　　　　　5

※　「10 の姿」は「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」。
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